
浜田美智子先輩(北海道庁環境生活部くらし安全局長)による職業講話が

開催されました。(10/16)
10月16日(水)､1学年を対象に北海道庁環境生活部くらし安全局長の浜田美智子先輩がお忙しい中、本校に

ご来校され、働くといういことを中心にご講話をしていただきました。

（主な内容)

・高校時代は羽球部に属し、これ以上出来ないというくらい一生懸命に部活をやって体を鍛えていました。社会に出て、

ここ一番頑張らなきゃいけないというときには、部活で頑張ったことがすごく自分の力になったなと思ってます。

・今日は皆さんに私からは三つのことをお話ししたいと思います。

①一つめは、社会人になる、働くということはどういうことなかということ

②二つめは、今、企業や公務員の職場で面接するに当たってどんなことに気をつけているのかなということ

③三つ目は、潮陵高校の話。やはり私にとっても皆さんにとっても大事な母校

①社会人になる、働くとはどういうことかということ。

・一般的には働くということは報酬を得て生活をするという、そういう考え方もあると思うのですけれども、社会に出

ると、やはり社会人として社会的役割を担うということになります。ですから、その役割に応じた結果が求められま

す。求められているものを相手に与える、人の役に立つということが働くことだろうというふうに私は考えています。

・一生懸命やってもうまくいくときといかないときがあります。勉強もそうかもしれませんが、特に(仕事は)相手がい

ますので、相手がどのように思うかで、その人が一生懸命やったからといってみんな満足してくれるわけではない。

・大事なことは、覚悟を持つこと。一生懸命やってもだめなこともあるし、相手に伝わらないこともあるという覚悟を

持つことが大切。

・相田みつをさん。仕事。「同じやるなら 本腰入れて やってごらん そのほうが つかれないで たのしいから」

・コップに水が半分入っています。それを半分しか入っていないと考えるか、半分も入っていると考えるか。それは皆

さんの考え次第。何事も皆さんの気持ちが決めるということの例えかと思います。

・社会人として必要なことというのは非常にシンプルです。一つは挨拶をすることです。それから期限を守ること。

あとは現場を知るということが非常に仕事をしていく上では大事です。

・「人間は努力する限り迷うものである」（ゲーテ）

②面接について。

・今、公務員、企業で採用に当たってコンピテンシー面接ということをやっています。

・コンピテンシー面接とはその人がどう思うかではなくて、どういった行動のできる人かということ、そういうのを面

接で見るようにしています。企業や行政にとって住民や顧客にどんなサービスができる人なのかというのを面接で見

ているのです。

・例えば、「あなたが今までに達成したことで一番大きなことは何ですか」という質問をします。するとだいたいの

学生の方は、大学時代に一番力を入れたこと、そういうことを想定して回答を用意してきてるのです。

・いかなる人の知識もその人の経験に勝るものはないということですね。その人がいろんな経験をすると、その人が発

する言葉というのはものすごく重いですし、相手に対して説得力があるということです。

・「海賊と呼ばれた男」という本。これは出光興産の創業者である出光佐三さんという方をモデルにした実際にあった

話です。戦争で海外の支店から引き揚げてきた社員の名簿を部下につくらせた。店主ができ上がった名簿を見てこう

言う。国岡商店の一番の財産はほとんど残っている。それはここに残った１,０００人の社員だ、と。

・出光興産のこの出光佐三氏は、終戦の２日後に社員を集めて訓辞をする。愚痴をやめようと。歴史を見直して、今か

ら建設にかかれと。それで、１,０００人残った社員を一人も解雇することなく、後の出光興産をつくった。

・ｉＰＳ細胞の研究で昨年ノーベル賞を受賞されました京都大学の山中伸弥教授のＶＷのすすめという言葉。ビジョン

・アンド・ハードワークの薦め、目標を持って一生懸命やるということを言われてます。

・赤平市でユニークな宇宙開発に取り組んでいる植松電機の専務で植松努さんという方。植松さんがいう言葉で、非常

に私も感銘を受けた。社員教育の中で植松さんがいつも言うことなのですが、「だったらこうしてみたら」と言える、

そういう社員に育てたい。



③潮陵高校の話

・いろいろな潮陵高校関係の行事がありました。同期会、潮陵会、羽球部のＯＢ会設立総会。札幌潮陵クラブの歩こう

会、潮ねりこみ、ゴルフコンペ。

・私も高校１年の時に潮陵高校の羽球部でダブルスのパートナーとして出会った 40 年来の友人がいます。

・皆さんもこの潮陵で一生のつき合いになる友人関係を築き、お互いに切磋琢磨して、いいライバル、刺激をお互いに

与えあえるような関係であってほしいと思います。

・今日はいろいろ言ったのですけれども、本当は一番に言いたかったのは、一生の財産となる、潮陵での出会いを大事

にしていただきたいな、ということです。


